
 

 

 

  

土
地
の
相
続
な
ど
の
際
に
、
所
有
者
に
つ

い
て
の
登
記
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
誰

が
所
有
者
な
の
か
分
か
ら
な
い
土
地
や
建
物

が
増
え
た
結
果
、
倒
壊
し
そ
う
な
空
き
家
や
、

雑
草
が
繁
茂
し
て
周
辺
の
住
宅
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
土
地
の
所
有
者
に
対
し
て
、
今

ま
で
は
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
所
有
者
未
確

定
の
土
地
や
建
物
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
ル

ー
ル
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

【
所
有
者
未
確
定
と
な
る
理
由
】 

所
有
者
不
明
の
土
地
や
建
物
と
な
る
主
な

原
因
と
し
て
は
、
相
続
の
際
に
名
義
変
更
の

登
記
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
や
、
所
有
者
が
転

居
し
た
と
き
に
住
所
変
更
の
登
記
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
長
期
間
相
続
登
記
を
し
な
い
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
相
続
人
が
亡
く
な
る

こ
と
で
、
そ
の
子
孫
に
相
続
権
が
移
行
し
続

け
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
相
続
に
関
係
す
る

者
が
増
え
て
い
き
、
所
有
者
の
特
定
が
困
難

に
な
り
、
土
地
や
建
物
を
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

【
相
続
登
記
の
義
務
化
が
決
定
】 

国
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
、
所
有
者
不

明
の
土
地
の
発
生
予
防
と
再
利
用
の
円
滑
化

の
両
面
を
図
る
た
め
に
、
民
事
基
本
法
制
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

特
に
重
要
な
の
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日

施
行
と
な
る
相
続
登
記
の
義
務
化
で
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
相
続
に
よ
る
所
有
権
を
取
得
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記

の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
遺
産
分
割
協
議
の
成
立
に
よ
り
、

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
遺
産
分
割

協
議
が
成
立
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
協

議
に
添
っ
た
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
も
し
、
正
当

な
理
由
が
な
く
登
記
申
請
を
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
１０
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る

こ
と
も
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

【
難
し
か
っ
た
手
続
き
の
簡
素
化
】 

相
続
義
務
化
に
伴
い
「
相
続
人
申
告
登
記
」

と
い
う
、
相
続
登
記
よ
り
簡
易
に
手
続
き
が

行
え
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
相
続
登
記
等
の
申
請
義
務

を
負
う
者
が
、
登
記
官
に
対
し
て
登
記
名
義

人
に
つ
い
て
相
続
を
開
始
し
た
こ
と
と
、
自

ら
が
登
記
名
義
人
の
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を

申
し
出
た
と
き
は
、
相
続
登
記
等
を
申
請
す

る
義
務
を
履
行
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の

で
す
。
こ
の
際
、
登
記
官
は
、
当
該
申
出
が

あ
っ
た
こ
と
を
登
記
簿
に
記
録
し
、
申
出
人

の
住
所
・
氏
名
等
を
付
記
し
ま
す
。 

こ
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
「
相
続
の
事

実
が
生
じ
た
日
か
ら
３
年
以
内
」
の
期
日
の

制
約
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
申
出
を
し
た
後
に
、
遺
産
分

割
協
議
が
確
定
し
て
、
不
動
産
を
取
得
し
た

と
き
は
、
当
該
遺
産
分
割
協
議
の
日
か
ら
３

年
以
内
に
所
有
権
移
転
の
登
記
を
申
請
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 



 

足
指
の
変
形
を
も

た
ら
す
症
状
の
こ
と

で
、
母
趾
（
足
の
親
指
）

の
付
け
根
の
関
節
が

第
二
趾
に
向
か
っ
て

く
の
字
に
曲
が
っ
た

状
態
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。 

●
外
反
母
趾
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

母
趾
の
関
節
は
通
常
、
外
側
（
第

二
趾
）
に
沿
っ
て
曲
が
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
角
度
が
２０
度
以
上
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
を
、
外
反
母

趾
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。 

こ
の
時
、
母
趾
の
付
け
根
の
関
節

が
、
足
の
内
側
に
大
き
く
突
き
出
し

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
靴
と
の
摩
擦

で
強
い
痛
み
が
生
じ
、
歩
行
に
困
難

を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
外
反
母
趾
は
女
性
に
発
症

す
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
窮
屈
な
着

こ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
う
「
ハ
イ
ヒ

ー
ル
」
を
原
因
と
す
る
外
反
母
趾
が
、

２０
～
３０
歳
代
の
女
性
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。 

●
外
反
母
趾
の
原
因 

遺
伝
的
要
因
に
よ
る
外
反
母
趾

は
、
足
が
平
ら
な
扁
平
足
や
、
も
と

も
と
関
節
が
柔
ら
か
い
人
や
母
趾
の

長
い
人
が
外
反
母
趾
に
な
り
や
す
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
親
が
外
反
母
趾

な
ら
子
ど
も
や
孫
も
外
反
母
趾
で
あ

る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

非
遺
伝
的
要
因
と
し
て
は
、
ハ
イ

ヒ
ー
ル
な
ど
の
足
先
の
細
い
靴
を
履

く
こ
と
で
足
先
に
過
剰
な
力
が
加
わ

っ
て
、
外
反
母
趾
を
引
き
起
こ
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
、
加
齢
に

よ
る
筋
力
の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て
足

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
も
、
外

反
母
趾
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

●
外
反
母
趾
の
治
療 

外
反
母
趾
に
は
保
存
療
法
と
手
術

に
よ
る
根
治
療
法
が
あ
り
、
多
く
は

保
存
療
法
が
選
択
さ
れ
ま
す
。 

ま
ず
、
生
じ
て
い
る
痛
み
に
対
し

て
消
炎
鎮
痛
剤
や
湿
布
な
ど
が
用
い

ら
れ
る
と
と
も
に
、
外
反
母
趾
を
矯

正
す
る
た
め
の
装
具
や
足
の
ア
ー
チ

構
造
を
守
る
た
め
の
中
敷
き
な
ど
が

用
い
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る

こ
と
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。 

も
し
、
矯
正
装
具
を
用
い
て
も
変

形
が
改
善
せ
ず
、
歩
行
障
害
を
生
じ

る
場
合
に
は
、
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。 

■暮らしのたより■   あなたのお住まいの屋根もそろそろメンテナンスの時期かも？ 

屋根が劣化すると、雨漏りや建物の傷みにつながります。屋根を定期的にチェックして、劣化のサインを見

逃さないようにしましょう。雨や紫外線にさらされている屋根は、建物の中でも最も劣化しやすい場所です。 

劣化のサインはいろいろありますが、比較的わかりやすいのが、屋根の色あせやカビ・コケの発生。色あせ

は、紫外線や雨風によって塗膜が劣化し、防水機能が低下していることを表しています。カビやコケも、屋

根材が水を含みやすくなっているサインのひとつ。防水機能が低下したまま放っておくと、屋根材に水が浸

み込んで、さらに傷みやすくなります。屋根材が水を含んで膨張し、乾燥して収縮するといった状態が繰り

返されると、屋根の反りや割れも起こりやすくなります。ほかにも、台風や地震によって屋根材がズレたり、

屋根の一部が欠け雨漏りのリスクが上がります。雨漏りは建物内部の傷みにつながりますので、これらの異

変を見つけたら早めに修繕するのがベター。傷みが大きくなる前に直したほうか、修繕費用も抑えられます。 

屋根は劣化に気付きにくい場所ですが、２階の窓から１階の屋根を見てみるなど、無理のない範囲でチェッ

クしてみましょう。定期的に点検してもらうと安心です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バレンタインデーと言

えば、チョコレート。 

チョコレートをそのま

ま食べるのもいいです

が、一風変わったチョコ

レートドリンクで気持ち

を伝えてみてはいかがで

しょうか。 

ドリンクの上にはホイ

ップクリームをのせまし

た。見た目もかわいいの

で、子どもから大人まで

楽しんでいただけるドリ

ンクです。ぜひ試してみ

てください。 

①チョコレートは包丁で細かく刻ん

でおく。[水溶き葛粉]の葛粉と牛乳は

混ぜておく。 

②鍋に牛乳を入れ、刻んだチョコレ

ートを加える。鍋に入れたら火にか

け、溶けたら火を止める。チョコレ

ートのかたまりが残らないようにす

る。 

③[水溶き葛粉]を加える前に混ぜ、鍋に加えてよく混ぜる。大人向

けにはラム酒を加えてもよい。アイスのチョコレートドリンクにす

る場合、出来上がったものに少量のお湯を加えてのばし、冷まして

粗熱を取り、コップに注ぐ。好みで氷を加えてもよい。 

④生クリームに砂糖を加えてしっかりと泡立てる。ホイップクリー

ムの状態になるまでしっかりと泡立てる。 

⑤コップに③のチョコレートドリンクを入れ、④のホイップクリー

ムをのせる。ココアパウダーをふり、アーモンドをのせる。好みで

ミントを添えてもよい。 

【ポイントメモ】甘さは好みに合わせて調整してください。 

【４人分】 

毎日シャンプーをしているのに頭がかゆい、そんなことはあ

りませんか？すすぎ足りないのかとしっかり洗い流しても改

善しない。かゆみの原因は様々ですが、シャンプーやヘアケア

製品の刺激などが考えられ、あなたの頭皮に合わないシャンプ

ーを使っている可能性があります。例えば、シャンプーの成分

として強い界面活性剤が含まれていると、頭皮湿疹を起こすこ

とがあります。頭皮は乾燥するとかゆくなりやすいので、保湿

力のあるシャンプーを選ぶことで改善が見込めます。保湿効果

のある成分としては、アルギリンやグリセリンなどがあり、シ

ャンプーを購入する際には成分を確認するようにしましょう。

それでも治まらない場合は専門家に相談をお勧めします。 

チ ョ コ レ ー ト … 2 0 0 g 

牛 乳 … 3 0 0 m l 

生 ク リ ー ム … 1 パ ッ ク 

砂 糖 … 大 さ じ 3 

コ コ ア パ ウ ダ ー … 適 量 

ア ー モ ン ド … 4 粒 

[水溶き葛粉]葛粉…大さじ2強 

牛 乳 … 大 さ じ 2 強 

[ そ の 他 ] ミ ン ト … 適 量 

ラ ム 酒 （ 好 み で ） … 適 量 

* * * * * 

* * * * * 



 

こ
ん
に
ち
は
。
エ
ム
エ
ス
ホ
ー
ム
の
佐
原
で
す
。 

二
月
初
旬
を
迎
え
ま
す
と
、
市
川
市
内
に
あ
る
お
住
い
の

庭
や
公
園
等
で
早
咲
き
の
梅
の
つ
ぼ
み
も
開
花
し
、
白
い

花
が
咲
き
始
め
て
お
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

一
方
、
一
月
元
旦
の
午
後
四
時
頃
、
能
登
半
島
周
辺
を

襲
っ
た
大
地
震
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
の
東
北
大
震
災

以
来
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご
家
族
を
亡

く
さ
れ
、
お
住
ま
い
を
失
わ
れ
ま
し
た
被
災
者
の
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
い

復
興
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
望

し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
の
被
災
地
の
状
況
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
あ

の
東
北
大
震
災
と
は
異
な
り
、
大
津
波
に
よ
る
被
害
と
い

う
よ
り
も
、
個
々
の
建
物
の
倒
壊
や
火
災
に
よ
る
災
害
で

あ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
す
。
今
回
の
大
地
震
の
震

度
は
七
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
・
ニ
で
、
か
つ
て
の
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
耐
震
補
強
対
策
に
留
ま
ら
ず
将
来
に
向
け
て
の
新
た

な
防
災
対
策
が
緊
急
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。 

ひ
と
り
言 

■お客様の施工現場から■   玄関、廊下、居間、キッチン床廻りフローリング重ね張り/八幡 S 様邸 

築４０年、建坪４０坪の木造サイディング張り２階建てのお住まいで、今から２０年程前より、屋内外の工事の

ご依頼でお世話になってまいりました。そして、今回は、玄関、廊下、居間、キッチン等の床廻りの緩みがあち

らこちら気になっておりましたので、改修方法のご相談、ご提案、そして、お見積もりを進めさせて頂き、工事

のご依頼後、着工させて頂くことになりました。 

そこで、工事に着手するに当たり、まず、緩みの目立つ各入口のドアや引き戸廻りの床材を部分的に取り払い、

新たに、根太や下地板を取り替えさせて頂きました。さらに、既存の廊下の床と各部屋入口の敷居の段差を解消

するため、玄関、廊下から居間、キッチンの床廻りは、全て厚さ１２ｍｍのフローリング材を既存の床板の上に

重ね張りにて作業を進めさせて頂きました。しかし、床の重ね張りを進める上で、特に、支障がありましたのが、

玄関の履物収納、キッチンのシステムキッチン等で、既存の床に固定されており、これらの取り外しや取付とな

りますと相当な追加費用が発生致しますので、お施主様とご相談の上、特に、これらを移動させることなく、新

規の床材を切り刻み、既存の床材の上に重ね張りし、約１週間にて全ての作業を完了させて頂きました。 

そして、床廻り全体の美観も向上し、床の緩みも解消、お客様も快適にお過ごし頂くようになると思われます。 
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